
友の会だより（1）

考えよう私たちの地球
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ペリリュー島の砂浜に流れ着いたプラスチックゴミ 自由に泳ぐイルカ

　私たちを取り巻く自然環境はここ数十年で劇的
に変化しています。
　鼻にプラスチックのストローが刺さったウミガ
メ。漁師網が体に絡まり身動きの出来なくなった
イルカや鯨。プラスチックゴミをついばむ海鳥な
ど、痛ましい映像をよく目にするようになりまし
た。
　プラスチックは、洋服から自動車、建設資材に
至るまで私たちの生活にあらゆる場面で利用され
ています。その様々なプラスチックゴミが不適切
に廃棄され海に流れつき、海洋プラスチックゴミ
となり大量に海を漂っています。
　プラスチックは紫外線にさらされ、波で研磨さ
れ小さな粒となり、目に見えないほどの大きさに
なっても分解されることはなく、何百年も存在し
続けます。世界の海にはおよそ１億5000万トン
の海洋プラスチックゴミがあると言われ、さらに
毎年、800万トンものゴミ（ジェット機５万機ほ
ど）が海に流れ込んでいます。５ミリ以下になっ
たマイクロプラスチックは食物連鎖を通じて、多
くの生物に取り込まれ、それらを口にした私たち
人類を含む生物の体内に蓄積されます。このマイ
クロプラスチックが将来どのような影響を及ぼす
のか、詳しいことはまだ明らかになっていません。

このままのペースでいけば2050年頃には世界の
海のゴミは、魚よりも多くなるとの試算も出てい
ます。
　小さな島国であるにも関わらず、日本はプラス
チックの生産量世界第３位であり、一人当たりの
容器包装プラスチックごみの発生源は世界第２位
です。廃棄されるプラスチックの有効利用率は
84％と特に進んでいるとされていますが、その
57.5％が処理の過程で化石燃料を燃やしてCO2
を排出し、更なる温暖化を助長することが指摘さ
れています。
　医療機関は感染予防・衛生管理が何よりも重要
なので、やむを得ず大量のプラスチックゴミを消
費しています。注射器などもガラス製の物を使用
し煮沸消毒など行い再利用してきた歴史もありま
すが、現在は安全性の観点から多くのものが使い
捨てです。
　医療機関として患者さんの安全を守りながら、
自然環境を守るために何ができるのか。
　この美しい地球を未来永劫守り、次世代へ繋ぐ
為、私たちができることを考え、早急に実践する
ことが必要ではないでしょうか。

診療所事務　髙松もと子

（参考文献　「海の中から地球を考える」プロダイバーが伝える気候危機　武本匡弘）



友の会だより

　

１
月
24
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
数
年
た
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
花
の

美
術
館
へ
散
歩
。

　

ア
ト
リ
ウ
ム
棟
・
温
室
棟
は
閉
館

中
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
施
設
は

無
料
開
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
庭
に

は
、
梅
に
は
蕾
が
少
し
、
バ
ラ
が
数

本
咲
い
て
い
ま
し
た
。
雨
不
足
の
た

め
か
、
バ
ラ
も
水
を
欲
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

健
康
カ
フ
ェ
生
実
は
２
０
１
８
年

４
月
22
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
３
年
間
は
止
む
を
得
ず
中
止
。

今
回
で
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。テ
ー

マ
を
決
め
る
の
に
苦
労
し
つ
つ
も
続

け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
参
加
者

の
中
に
は
家
族
に
送
ら
れ
て
楽
し
く

（2）

稲
毛
の
花
の
美
術
館
と

稲
毛
の
浜
を
散
歩
へ

散歩
の会

健

康

カ

フ

ェ

生

実

今
回
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
・
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
！！

〜 
健
康
カ
フ
ェ
も
20
回 

〜

来
て
い
る
方
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
が

楽
し
か
っ
た
こ
と
、あ
ん
し
ん
ケ
ア
ー

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
協
力
な
ど
地
域

の
人
々
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
」

と
「
介
護
予
防
体
操
」。
今
回
は
、
あ

ん
し
ん
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
仲
野
さ

ん
に
突
然
講
師
を
依
頼
、
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
り
、
20
回
を
迎
え
た

健
康
カ
フ
ェ
生
実
は
無
事
終
了
。

　

今
回
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
、
老
人
会

と
会
場
使
用
が
バ
ッ
テ
ン
グ
し
た
た

め
、
私
た
ち
は
２
階
の
和
室
が
会
場

と
な
り
ま
し
た
。
急
遽
、
椅
子
な
ど

を
運
び
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
の
中
で
、
骨
粗
鬆
症
予
防
に

は
日
光
浴
が
効
果
的
と
の
こ
と
、
夏

は
30
分
、
冬
は
１
時
間
と
の
こ
と
で

し
た
。
参
加
者
は
26
人
で
し
た
。

　

次
回
は
未
定
で
す
。
し
か
し
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

参加者も大変！！

野鳥・稲毛の浜

寂しく咲くバラ・花の美術館

　

美
術
館
を
出
た
あ
と
稲
毛
の
浜
へ
。

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
で
着
飾
っ
た

人
の
写
真
撮
影
が
あ
っ
た
り
、
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
が
海
岸
に
伸
び
、
太
陽
が

沈
む
夕
日
の
時
は
綺
麗
な
景
色
が
見

ら
れ
る
の
で
は
と
想
像
し
た
り
し
て
、

他
に
目
を
向
け
る
と
カ
モ
メ
の
仲
間
、

オ
シ
ド
リ
な
ど
多
く
の
野
鳥
が
、
海

辺
を
漂
い
春
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
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昨
年
10
月
か
ら
医
薬
品
の
選
定
療

養
が
始
ま
り
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が
存
在
す
る
先

発
医
薬
品
を
患
者
さ
ん
が
希
望
す
る

場
合
、
後
発
医
薬
品
と
先
発
医
薬
品

の
差
額
の
1
／
４
を
自
己
負
担
（
保

険
外
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
後
発
医
薬
品
へ
の
変

更
が
多
く
な
り
、
全
国
的
に
需
要
が

増
え
た
た
め
、
医
薬
品
に
よ
っ
て
は

供
給
不
良
で
先
発
医
薬
品
に
戻
る
と

い
う
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
保
険

財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
た
め
負
担
が

少
な
い
後
発
医
薬
品
を
推
奨
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
在
庫
の
関
係
で

患
者
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
医
薬
品
が

変
わ
る
こ
と
を
心
苦
し
く
思
い
ま
す
。

後
発
医
薬
品
の
在
庫
が
な
く
、
先
発

医
薬
品
で
お
渡
し
す
る
場
合
は
選
定

療
養
の
対
象
で
は
な
い
の
で
追
加
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
末
年
始
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
し
ま
し
た
。
１
月
中
旬
か
ら

グ
ッ
と
減
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
感
染

ふ
れ
あ
い
薬
局
だ
よ
り

受付時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

８：30〜 12：00
★専門外来は予約制 ●

●
★循環器
★内分泌

● ● ●
★胃カメラ ● ●

13：30〜 16：00 休　診
訪問診療 休　診 休　診

訪問診療
●

訪問診療
休　診
訪問診療 休　診 休　診

18：00〜 20：00 ● ● ● ● ● 休　診 休　診

診療案内 ※小児科の診療は医師体制によりますので、事前にお問い合せください。

医
薬
品
の
不
足
と
自
分
自
身
で
出
来
る
こ
と

者
、
咳
、
咽
頭
痛
を
訴
え
る
患
者
さ

ん
は
継
続
的
に
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
以
来
、

医
薬
品
の
供
給
不
良
が
更
に
深
刻
に

な
り
ま
し
た
。
抗
生
剤
、
鎮
咳
剤
、

去
痰
剤
を
始
め
、
花
粉
症
・
喘
息
に

使
用
さ
れ
る
薬
剤
等
、
い
つ
入
荷
さ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
自
身
で
も
の
ど
飴
、
は
ち
み
つ
生

姜
湯
、う
が
い
（
水
だ
け
で
も
十
分
）、

市
販
の
「
の
ど
の
痛
み
に
」
と
い
う

医
薬
品
（
当
薬
局
に
も
置
い
て
ま
す
）

等
を
使
っ
て
、
少
し
で
も
症
状
が
和

ら
ぐ
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。
無
理

を
す
る
と
症
状
が
長
引
き
ま
す
。
症

状
が
あ
れ
ば
睡
眠
を
確
保
し
て
し
っ

か
り
休
養
し
て
く
だ
さ
い
。　

  （
S
）

高
杉 

代
志
宏〈
油
彩
画
展
〉

　

２
０
２
４
年
12
月
、
画
廊
ジ
ュ
ラ
イ
で
友

の
会
会
員
、
友
の
会
囲
碁
サ
ー
ク
ル
の
先
生

で
も
あ
る
高
杉
さ
ん
が
油
彩
画
展
を
開
き
ま

し
た
。
個
展
の
案
内
か
ら
高
杉
さ
ん
の
思
い

を
抜
粋
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
K
）

“
記
憶
の
残ざ

ん
さ
い滓

”

　
油
絵
画
を
始
め
て
70
年
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
物
を
描
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
描
き
方
を
試

み
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
70
年
が
ア
ッ
！
と
い

う
間
で
し
た
。
気
が
つ
く
と
人
生
も
終
末
で
す
。

　
ま
さ
に
浦
島
太
郎
で
す
。
ま
だ
も
う
少
し
あ
そ

べ
る
か
な
…
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
…
今
回
（
27

回
目
）の
個
展
に
際
し
て
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を（
記

憶
の
残
滓
）
と
し
て
み
ま
し
た
。
記
憶
の
残
り

か
す
か
ら
想
い
を
た
ど
る
…
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
…

ばあちゃんの子守りうた
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友
の
会
行
事
予
定

　

場
所
の
明
記
が
な
い
場
合
は
、「
友
の
会
事
務
所
」
で
す
。

　

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

☆「
食
事
会
」（
会
費
：
５
０
０
円
）

	

第
２
火
曜
日　

12
時
～
13
時

	

白
旗
会
館
（
今
井
町
診
療
所
横
）

☆「
清
拭
布
作
り・
布
切
り
」

	

第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
半
～

☆「
囲
碁
」
サ
ー
ク
ル
（
会
費
：
無
料
）

	

毎
週
月
・
水
曜
日　

午
後
１
時
～

☆「
花
を
生
け
る
会
」
サ
ー
ク
ル（
お
休
み
中
）

	

第
１
木
曜
日　

午
後
２
時
～

☆「
健
康
麻
雀
」
サ
ー
ク
ル
（
会
費
：
無
料
）

	

毎
週
水
曜
日　

午
後
１
時
～

☆「
元
気
読
書
会
」サ
ー
ク
ル
（
会
費：無
料
）

	

第
３
水
曜
日　

午
後
１
時
～

☆「
散
歩
の
会
」
サ
ー
ク
ル
（
会
費
：
無
料
）

	

奇
数
月
第
４
木
曜
日　

午
前
９
時
半

	

（
友
の
会
事
務
所
集
合
）

☆「
映
画
鑑
賞
会
」（
会
費
：
無
料
）

	

毎
月
第
３
月
曜
日　

午
前
10
時
～

第3月曜日：午前10時～友の会事務所

▪
▪
▪ 

診
療
所
編
集
後
記 

▪
▪
▪

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
と
い
う
流
れ

の
中
、
某
国
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
は
紙
ス
ト
ロ
ー

を
禁
止
す
る
と
い
う
。
パ
リ
協
定
離
脱
、
石
油
増

産
な
ど
、
今
自
分
た
ち
に
利
益
が
あ
れ
ば
い
い
と

い
う
姿
勢
が
鮮
明
で
未
来
に
は
目
を
向
け
ず
、
世

界
を
巻
き
込
ん
で
亡
国
へ
の
道
を
進
む
の
か
？
そ

し
て
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
は
相
変
わ
ら
ず
そ
の
言
い

な
り
。
政
治
の
姿
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
私
た
ち

は
環
境
の
た
め
に
為
す
べ
き
こ
と
を
続
け
た
い
。

事
務
長　

え
の
も
と

七
草
や 

畳
の
目
づ
つ 

陽
は
の
び
て 

…
…
…
藤
浪 

ふ
み
子

賀
状
な
き 

書
道
家
兄
は 

施
設
入
り 

…
…
…
藤
浪 

ふ
み
子

空
真ま

さ
お青 

飛ひ
き機

の
銀
色 

点
と
な
り

　
水
仙
膨ふ

く

ら
み 

春
の
色
よ  

…
…
…
…
…
…
山
口 

裕
子

目
を
合
わ
す 

遺
影
の
弟 

微
笑
み
て

　
あ
な
た
は
こ
ん
な
に 

父
に
似
て
た
の  

…
山
口 

裕
子

　
　
　（
お
詫
び
）�

１
８
１
号
の
こ
の
欄
の
表
題
を
「
川
柳
」
と
表

示
し
ま
し
た
が
「
文
芸
」
の
誤
り
で
す
。

・
文
芸
・

●「四月の雪」３月17日（月）
　交通事故に遭った男女。その
男女を複雑な思いで看病をする
夫と妻。そして、いつしか同じ
苦しみや悲しみを持つ者同士惹
かれ合っていくのだった。…切
ないラブ・ストーリー
監督：ホ・ジノ
出演：ペ・ヨンジュン、ソン・イエジン

●「鉄道員」４月21日（月）
　幼くして死んだひとり娘や先
立った妻の回想にふけっていた
駅長。そんな彼に廃線が早まっ
たとの連絡が。やがて駅長の元
に見知らぬ少女が現れる。
監督：降旗康男
出演：高倉健、大竹しのぶ

映画鑑賞会

投稿 友の会たより（181号）を読んで

　友の会だよりいつもありがとうございます。「へ
え？そうなの？」とか、「ああ、そうそう」とか豆知
識が沢山載っているので、一字も逃さず楽しみに
見ています。ありがとう。松隈先生の「健康でより
良い地域社会の実現にむけて」を読んで感動しま
した。素晴らしいお考えの方で私たち一人一人に
接して下さっているのが、ものすごく深く胸にささ
りました。「やあ、お優しい方なんだ」。
　先生はこのたよりの中で「今井町診療所の外来
で驚いたのが80歳以上の高齢の方が多い」と書い
ていらっしゃいますが「今井町診療所の患者さん
は松隈先生に診ていただいて、みんなで125才まで、
元気にいきられそう」「でしょ」と思いました。

（遠く離れた夷隅より）


